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研究成果の概要（和文）：古墳時代中期・畿内中枢地域における事例として、京都府城陽市・久津川古墳群出土
埴輪、和歌山県和歌山市・平井埴輪窯跡出土埴輪、奈良県奈良市・コナベ古墳出土埴輪の調査研究を行い、その
基礎資料作成を行うとともに、埴輪生産組織の考古学的検討を行った。特に、久津川古墳群出土埴輪のうち、青
塚古墳出土埴輪については全ての個体を実測するとともに、埴輪工人レベルで埴輪生産組織の解明を行った。ま
た同じく、梶塚古墳出土埴輪については、ほぼ半数の個体を実測するとともに、埴輪生産組織解明に必要な基礎
的作業を行った。以上を通じて、当該期・当該地域の埴輪生産組織の実態解明に必要な基礎調査・基礎分析を行
うことができた。

研究成果の概要（英文）：In this research, I investigated Haniwa figurines excavated from Kutsukawa 
Tumuly in the kyoto Prefecture, Haniwa figurines excavated from Hirai kiln site in the Wakayama 
Prefecture and Haniwa figurines excavated from Konabe Tumulus in the Nara Prefecture. Through these 
investigation, I presented foundamental data on the Haniwa production system within the Kinai Area 
in the Middle Kofun Period.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年の埴輪研究において、同工品論と呼称
される研究手法は広く定着しつつあったが、
時代としては古墳時代後期、地域としては関
東地方の研究が主体であり、古墳時代中期・
畿内中枢地域における同種の分析事例およ
び研究はほとんど見られない状況であった。 
 
２．研究の目的 
 前項で述べたような研究状況を鑑み、古墳
時代中期・畿内中枢地域における埴輪生産組
織の解明を行うことを目的とする。 
 具体的には、古墳時代中期・畿内中枢地域
におけるいくつかの古墳群を取り上げ、出土
埴輪の悉皆的な分析を行うものとする。 
 
３．研究の方法 
 今回、古墳時代中期・畿内中枢地域におい
て、主要な分析対象としたのは、京都府城陽
市久津川古墳群出土埴輪（梶塚古墳、車塚古
墳、芭蕉塚古墳、山道東古墳、梶塚古墳など）
［城陽市教育委員会所蔵］、和歌山県和歌山
市平井埴輪窯跡［和歌山県教育委員会所蔵］、
奈良県奈良市コナベ古墳出土埴輪［宮内庁書
陵部所蔵］である。 
 各古墳とも、すでに各機関から発掘調査報
告書が刊行されているが、埴輪についての記
述や図面・写真などの情報提示が不十分であ
るため、全ての出土埴輪について悉皆調査を
行うものとした。 
 具体的には、全体写真撮影、細部写真撮影
（ハケメ、突帯、透孔など）、観察、計測、
採拓などを行うとともに、可能なものについ
ては蛍光 X線分析用の試料採取を行い、三辻
利一氏の協力・指導のもと、蛍光 X線分析を
実施した。 
 
４．研究成果 
 本研究を通じて、古墳時代中期・畿内中枢
地域における事例として、京都府久津川古墳
群出土埴輪、和歌山県平井埴輪窯跡出土埴輪、
奈良県コナベ古墳出土埴輪の基礎的検討お
よび資料化を進めることができた。 
 平井埴輪窯跡出土埴輪については、和歌山
県教育委員会において、二基の窯跡出土埴輪
および窯周辺の包含層出土埴輪について、悉
皆調査を行った。出土埴輪全点につき、全体
写真撮影、細部写真撮影（ハケメ、突帯、透
孔など）、観察、計測、採拓などを行うとと
もに、可能なものについては蛍光 X線分析用
の試料採取を行い、三辻利一氏の協力・指導
のもと、蛍光 X線分析を実施した。 
 コナベ古墳出土埴輪については、宮内庁書
陵部において悉皆調査を行った。出土埴輪全
点につき、全体写真撮影、細部写真撮影（ハ
ケメ、突帯、透孔など）、観察、計測、採拓
などを行った。 
 久津川古墳群出土埴輪については、同古墳
群を構成する車塚古墳、梶塚古墳、芭蕉塚古
墳、山道東古墳、青塚古墳などから出土した

埴輪を対象として、資料の全容の把握に努め
た。その結果、現位置で出土した総数 400 点
を超える円筒埴輪について基礎調査をほぼ
終えることができた。 
 青塚古墳出土埴輪については、京都府教育
委員会が調査した円筒埴輪および形象埴輪
の全点を対象として、資料調査を実施した。
出土埴輪全点につき、全体写真撮影、細部写
真撮影（ハケメ、突帯、透孔など）、観察、
計測、採拓などを行うとともに、可能なもの
については蛍光X線分析用の試料採取を行い、
三辻利一氏の協力・指導のもと、蛍光 X線分
析を実施した。 
 梶塚古墳については、城陽市教育委員会が
調査した円筒埴輪全点を対象として、資料調
査を実施した。出土埴輪全点につき、全体写
真撮影、細部写真撮影（ハケメ、突帯、透孔
など）、観察、計測、採拓などを行うととも
に、可能なものについては蛍光 X線分析用の
試料採取を行い、三辻利一氏の協力・指導の
もと、蛍光 X線分析を実施した。実測図作成
も進めており、全点の半数程度が終了してい
る。 
 このほか、車塚古墳出土埴輪、芭蕉塚古墳
出土埴輪、山道東古墳出土埴輪についても、
一部資料調査に着手している。具体的な調査
内容としては、出土埴輪全点につき、全体写
真撮影、細部写真撮影（ハケメ、突帯、透孔
など）、観察、計測、採拓などを行うととも
に、可能なものについては蛍光 X線分析用の
試料採取を行い、三辻利一氏の協力・指導の
もと、蛍光 X線分析を実施している。 
 このほか、久津川古墳群の近隣地域の関連
資料として、京都府埋蔵文化財調査研究セン
ターが調査した芝山遺跡出土埴輪棺の調査
研究を行い、全体写真撮影、細部写真撮影（ハ
ケメ、突帯、透孔など）、観察を行うととも
に、可能なものについては蛍光 X線分析用の
試料採取を行い、三辻利一氏の協力・指導の
もと、蛍光 X線分析を実施した。 
 また城陽市内に所在する梅の子塚１号墳
および同２号墳出土埴輪の調査研究も実施
している。全体写真撮影、細部写真撮影（ハ
ケメ、突帯、透孔など）、観察などを行うと
ともに、可能なものについては蛍光 X線分析
用の試料採取を行い、三辻利一氏の協力・指
導のもと、蛍光 X線分析を実施した。 
 さらに、宇治市に所在する金比羅山古墳出
土埴輪についても、京都府立山城郷土資料館
の協力を得て、資料調査を実施している。全
体写真撮影、細部写真撮影（ハケメ、突帯、
透孔など）、観察、計測などを行うとともに、
可能なものについては蛍光X線分析用の試料
採取を行い、三辻利一氏の協力・指導のもと、
蛍光 X線分析を実施した。 
 また、金比羅山古墳出土埴輪の関連調査と
して、奈良県立橿原考古学研究所において、
一本松 2号墳出土円筒棺および三吉 3号墳
出土円筒棺の資料調査を実施した。 
 以上の調査研究を通じて、古墳時代中期・



畿内中枢地域における埴輪生産組織の実態
を解明するために不可欠な基礎調査および
基礎分析を行うことができたと考えている。 
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